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１．変更の背景 

民間訓練試験空域は、航空法（昭和 27 年法律第 231 号）第 95 条の３の規定に基づ

き告示により指定している。 

現在、国では航空需要の一層の増加に応えるため、操縦士養成は喫緊の課題である

と認識しており、そのための環境整備が急務となっている。有明海及び島原湾の周辺

上空に設定している民間訓練試験空域では、主に操縦士養成の訓練が高頻度で実施さ

れていることから当該空域の必要性が高い状況である。また、当該地域周辺の空域で

は操縦士養成に係る訓練需要が今後も継続的に想定されるとともに、需要の増大に伴

う将来的な訓練空域の供給不足が想定されるところである。 

この課題に対応するため、既存の民間訓練試験空域の一部の形状を変更するととも

に、新たに民間訓練試験空域を指定する。 

 

２．変更概要 

(１)ＫＳ１－１－30、ＫＳ１－１－50 

・空域形状について 

諫早湾上空へ空域を拡大し、現行の空域と統合及び形状変更を行う。 

この変更に伴い東側の境界線を西側に移設する。 

・高度について 

変更なし 

(２)ＫＳ１－２－30、ＫＳ１－２－50 

・空域形状について 

北西側に拡張する形状変更を行う（変更前の（１）の空域の一部を本空域に割

当てる）。 

・高度について 

変更なし 

（３）ＫＳ１－５ 

・空域形状について 

島原半島南側海上の上空を中心に新たに空域を指定する。 

  ・高度について 

高度 1,200m 以上 1,850m 以下 

（４）ＫＳ１－６ 

・空域形状について 

熊本市沖合の海上の上空を中心に新たに空域を指定する。 

  ・高度について 



高度 720m 以下 

（５）ＫＳ６－１ 

・空域形状について 

八代海上空に新たに空域を指定する。 

・高度について 

高度 1,200m 以上 2,150m 以下 

（６）ＫＳ６－２ 

・空域形状について 

八代海上空に新たに空域を指定する。 

・高度について 

高度 1,200m 以上 2,150m 以下 

 

 

※周辺図 

 

 

３．今後のスケジュール（予定） 

公示 令和９年２月 18 日 

適用 令和９年３月 18 日 

旧 新


